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防災意識の向上へ

土砂災害防止「全国の集い」長崎で開催

１ページに収まら
ない方は、様式２
に作成して下さい。

 平成２４年６月６日、第３０回土砂災害防止「全国の集い」が長

崎市公会堂で開催されました。今年で長崎豪雨災害から３０年

が経過するため、災害の記憶の風化防止と防災意識向上を目

的に、市民や行政職員を交えたパネル討論等が行われました。 

 群馬大学大学院教授の片田敏孝氏は特別講演で①想定にと

らわれるな②最善を尽くせ③率先避難者たれ－と避難３原則を

紹介しました。 

 パネル討論では長崎高城台自治会長の武本家彦氏など５名

がパネリストとして登壇し、長崎大水害の被害や市民の防災の

取り組みが報告されました。 

 コメンテーターの国土交通省南哲行砂防部長は災害を契機に

開発を行う上で防災の観点からも検討するようになったと、防災

意識の変化についても語られました。 

 ６月７日には現地研修会があり、参加者は雲仙普賢岳直轄火

山砂防事業の無人化工事現場や農業研修所跡等火山災害を

受けた地や芒塚・山川河内地区等長崎豪雨災害の被災箇所の

視察がありました。 
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